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一
九
〇
一
年
第
一
巻
が
刊
行
さ
れ
て
後
上
界
に
於
け
る
待
望
久

し
か
り
し
名
著
の
第
二
巻
で
あ
る
。
著
者
し
。
酵
乏
農
鋤
溝
空
昏

σq

藷
ﾅ
塁
は
既
に
一
九
二
六
年
八
月
長
逝
し
．
本
巻
は
其
慧
志
に
よ

り
》
・
Q
Q
●
国
・
Ω
o
≦
及
び
d
・
ω
．
劉
○
び
。
話
。
浮
爾
氏
の
手
で
編
纂

さ
れ
た
。

　
薯
者
は
第
一
巻
に
於
て
、
ミ
ク
ネ
文
化
は
ア
カ
イ
ア
入
に
よ
っ

て
希
臓
に
癬
さ
れ
た
と
す
る
從
來
の
定
設
に
反
し
て
、
其
は
新
石

器
時
代
以
來
の
希
膿
土
着
民
な
る
ペ
ラ
ス
ギ
ス
人
の
固
有
文
化
で

あ
り
。
ペ
ラ
ス
ギ
ス
人
を
克
服
し
て
希
臓
の
主
と
な
っ
た
ケ
ル
ト

系
の
種
族
が
希
輿
入
に
よ
っ
て
ア
ヵ
イ
ァ
入
と
呼
ば
れ
ホ
メ
ロ
ス

時
代
の
文
化
を
形
成
す
る
の
で
あ
る
と
の
箆
解
を
主
張
し
、
學
界

に
異
常
な
る
反
響
を
喚
起
し
た
の
で
あ
っ
た
。
而
し
て
第
一
巻
が

問
題
を
專
ら
考
古
塵
・
的
・
雷
語
聾
的
観
察
の
下
に
瞼
饗
し
た
に
封
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ハ

し
て
，
第
二
巻
は
謎
會
人
類
墨
的
見
地
よ
り
主
と
し
て
慣
習
・
制

度
・
宗
教
に
考
察
を
進
め
て
第
一
巻
の
所
論
を
裏
付
け
ん
と
試
み

た
も
の
で
あ
る
。
発
巻
を
分
っ
て
四
章
と
し
、
第
一
章
に
於
て

置
霧
凱
℃
⇔
⇒
α
ヨ
潜
三
轟
㊦
に
封
ず
る
観
察
を
蓮
べ
て
ペ
ラ
ス
ギ
ア

ン
は
女
系
相
績
で
あ
る
が
ア
カ
4
ア
人
は
男
系
相
績
で
あ
る
と
結

恐減

ｵ
ト
第
二
章
に
撃
て
は
言
入
罪
に
甑
劃
す
る
…
観
A
芯
が
ペ
ラ
ス
ギ
ス

入
と
ア
カ
イ
ァ
入
と
に
嘗
て
相
異
る
事
を
説
き
、
第
三
章
は
爾
種

族
間
の
庶
物
崇
鐸
。
ト
ー
テ
ム
・
組
土
語
舞
の
有
無
を
比
較
し
て
差

異
の
存
す
る
事
を
明
か
に
し
、
最
終
の
一
章
に
於
て
は
ア
カ
イ
ア

入
が
ケ
ル
ト
系
な
る
事
を
立
謹
せ
ん
爲
に
眼
を
H
餐
ヌ
密
）
舅
曝
§

凶
勇
。
岩
》
§
に
韓
じ
て
る
る
。

　
著
者
が
第
一
巻
の
序
文
に
於
て
『
目
下
準
備
中
で
あ
り
不
H
獲

行
さ
れ
や
う
。
』
と
豫
告
し
た
此
の
第
二
雀
が
三
十
年
も
の
久
し
き

間
定
窯
に
見
ゆ
る
に
至
ら
な
か
っ
た
理
由
は
、
爾
編
者
の
序
翼
が

蓮
べ
て
居
る
説
く
、
著
者
が
第
一
巻
登
行
の
後
詰
も
な
く
行
は
れ

牝
ω
一
志
無
難
学
事
。
・
に
よ
る
9
Φ
8
島
の
劃
期
的
新
登
掘
吸

び
其
に
潔
く
幾
多
の
貴
重
な
る
考
古
學
的
獲
見
の
結
果
に
期
待
し

て
、
棋
重
に
一
層
精
細
適
確
な
る
事
理
を
把
握
せ
ん
と
て
満
を
持

（　13S　）



し
た
故
で
あ
る
。
師
ち
、
獲
行
の
邊
延
に
よ
り
、
本
巻
が
世
の
待

豊
に
報
ゆ
る
所
愈
平
な
る
を
加
へ
た
も
の
と
信
ぜ
ら
れ
る
。

　
爾
ほ
、
巻
頭
に
｝
冒
主
要
8
Φ
氏
の
膨
鐸
。
身
9
9
が
あ

る
。
十
二
頁
の
短
文
で
あ
る
が
、
以
て
園
賦
σ
q
⑦
≦
翅
の
説
に
封
ず

る
學
界
の
動
き
を
察
す
る
事
が
嵐
來
や
う
。
（
O
鋤
ヨ
σ
議
α
q
Φ
d
尋

く
。
透
信
津
①
ω
。
。
b
一
㊤
G
。
一
．
。
。
く
p
c
。
O
。
。
．
器
け
第
一
巻
も
咋
年
改
版
さ
れ

た
。
）
〔
水
川
〕囎

8
笛
一
意
国
H
O
乞
○
国
己
口
じ
d
国
酒
d
ρ

　
国
●
］
W
．
鎧
匪
菊
ω
出
●

　
グ
ラ
ッ
ク
ス
兄
弟
の
社
會
蓮
動
質
感
、
約
百
年
の
間
武
力
圏
雫

に
迄
襲
展
し
た
ロ
…
マ
共
和
末
期
の
内
宮
を
統
一
し
、
ロ
ー
マ
に

再
び
卒
和
と
繁
榮
と
を
欝
さ
ん
と
し
た
者
の
う
ち
、
特
に
注
目
さ

る
べ
き
は
カ
エ
サ
ル
と
ア
ウ
グ
ス
ツ
ス
と
で
あ
っ
た
。
前
者
は
當

指
導
強
靱
に
ロ
ー
マ
入
の
精
紳
を
指
導
し
て
居
る
ロ
マ
ン
ド
ム
を

越
え
て
、
一
路
モ
ナ
ル
ヒ
…
に
突
進
し
て
紀
元
四
十
五
年
の
カ
タ

ス
ト
ロ
ー
フ
を
惹
超
し
、
後
者
は
、
一
方
に
観
て
は
、
よ
く
ロ
ー

マ
精
紳
を
奪
重
し
、
他
方
に
於
て
は
、
偉
大
な
る
個
性
の
出
親
と

　
　
　
　
　
紹
　
　
　
　
介

そ
の
統
治
を
翅
望
す
る
魔
震
害
要
求
に
磨
じ
て
、
此
慮
に
政
治
形

態
と
し
て
は
共
和
的
な
元
老
院
政
治
と
、
事
實
上
震
亀
9
ご
貯
躰

な
意
味
に
於
て
彼
の
專
政
と
を
含
む
、
所
謂
℃
瓢
⇔
o
骨
舞
。
を
創
立

し
た
。
此
二
元
的
な
政
治
形
態
が
、
デ
ィ
オ
ク
レ
テ
ィ
ア
L
ヌ
ス

帝
に
よ
る
純
然
た
る
一
元
的
な
U
O
雪
ぎ
躰
確
立
を
見
る
迄
如
何

な
る
歴
史
的
過
程
を
二
つ
た
か
は
、
ロ
ー
マ
帝
政
史
上
最
も
注
目

さ
る
べ
き
こ
と
に
薦
す
る
。
先
に
8
ゲ
0
8
鄭
⇔
伽
帥
賦
9
μ
O
団
拶
0
8
⇔
口

国
ヨ
℃
貯
。
を
著
し
て
、
ア
ウ
グ
ス
ツ
ス
の
冒
ヨ
。
帯
纂
Φ
が
如
何
に

し
て
、
叉
何
故
に
成
立
し
た
か
を
詳
遽
し
た
者
が
、
先
づ
そ
れ
を

鰹
承
し
た
テ
ィ
ベ
リ
ウ
ス
の
政
治
傾
向
を
研
究
し
た
所
以
も
亦
そ

の
た
め
で
あ
る
こ
と
は
、
薯
者
自
身
の
手
に
な
る
本
書
の
序
文
及

第
八
章
に
論
く
所
に
よ
っ
て
明
で
あ
る
。

　
著
者
は
先
づ
第
一
章
日
ぎ
Φ
泣
蕊
嘗
偽
乞
。
。
踏
曲
降
。
誉
器
に
予
て

テ
ィ
ベ
リ
ウ
ス
に
棄
す
る
根
本
史
料
と
し
て
、
タ
キ
ツ
ス
の
年
代

記
、
デ
ィ
オ
・
カ
シ
ウ
ス
の
ロ
ー
マ
史
、
ス
ェ
ト
ニ
ウ
ス
の
皇
帝

傅
を
暴
け
、
第
一
の
も
の
を
以
て
そ
の
最
上
の
も
の
と
設
き
、
そ

れ
に
鋤
し
て
比
較
的
詳
細
な
批
評
を
な
し
て
居
る
。
而
し
て
」
般

に
ロ
ー
マ
入
の
手
に
な
る
歴
史
に
蜀
し
、
て
は
目
δ
男
。
琶
嚢
・
霧

　
　
　
　
　
　
第
十
七
巷
　
第
二
號
　
　
二
九
七

（139）


